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研究成果の概要（和文）：本研究では、情報通信技術（Information and Communication Technology: ICT）を
用いた遠隔心理療法の提供に関する基盤整備のために、尺度の日本語版作成、インタビュー調査を行った。ま
た、遠隔認知行動療法の役割と限界についての文献研究を行い、遠隔認知行動療法が支援の提供可能性を広げる
一方で、デジタルデバイド、クライエントの病態や障害、緊急対応の点からは適用の限界が生じうることを示し
た。遠隔心理療法の役割と限界を認識したうえで、「誰一人取り残さない」よう心理的援助を提供することの重
要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, I developed a Japanese version of the scale and conducted 
interviews to develop the infrastructure for the provision of telepsychotherapy using Information 
and Communication Technology (ICT). I also conducted a literature review on the roles and 
limitations of telecognitive-behavioral therapy, and showed that while telecognitive-behavioral 
therapy expands the possibilities of providing support, there may be limitations in its application 
in terms of the digital divide, client pathology and disability, and emergency response. Recognizing
 the roles and limitations of telepsychotherapy, the importance of providing psychological support 
is highlighted to ensure that "no one is left behind."

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
COVID-19のパンデミックに伴いICTを用いた心理療法は発展しつつあるが、日本での社会実装はいまだ不十分で
ある。これらの背景を踏まえて本研究では、心理療法を社会実装するための基盤構築として、尺度の作成、イン
タビュー調査、文献研究を行った。本研究の研究成果は、効果的な心理療法をより多くの方に適切に提供するた
めに重要な示唆を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 近年、ICT を用いた心理療法は、（１）居住地や身体的・精神的障害といった理由で医療機関
に行くことが難しい患者や、（２）医療者を確保できない地方の医療機関と医療者が整備されて
いる都市部の医療機関同士をつなぎ、サービスを提供できるという点から医療格差を縮小させ
る手段として社会実装が期待されている（Blaya et al., 2010）。加えて、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により、ICT を用いた遠隔心理療法の提供が世界的に求められている（American 

Psychological Association，2020）。ICTを用いたサービスに対する態度や ICTの親和性、使用頻度
をアセスメントすることは遠隔心理療法を提供するうえで医療事故や治療効果の低減を防ぐた
めに重要であると考えられる。しかし、日本ではそれらを査定する尺度が整備されていない。さ
らに、ICTを用いたサービスを日本で社会実装するための基盤はいまだ不十分である。 

 

２．研究の目的 

研究１ ICTを用いたメンタルヘルスサービスに対する態度を評価する尺度を作成する。 

研究２ 遠隔認知行動療法におけるセラピストの行動を評価する尺度を作成する。 

研究３ ICTを用いた認知行動療法の利用に対する阻害要因や態度を検討する。 

  
３．研究の方法 

研究１ ICTを用いたメンタルヘルスサービスに対する態度を評価する尺度の作成 
 ICTを用いたメンタルヘルスサービス全般に対するサービス利用者、医療従事者の態度、デジ
タルスキルを評価するため、eTAP（ electronic-Therapy Attitudes and Process questionnaire: Clough 

et al., 2019a）、eTAP-T（ electronic-Therapy Attitudes and Process questionnaire-Therapistversion: Clough 

et al., 2019b）について、原著者から日本語版作成の許諾を得たのち、尺度作成・翻訳のガイドラ
イン（COSMIN: Mokkink et al.，2010; Prisen et al., 2018; Beaton et al. (2000)）に則り、日本語版を
作成した。パイロット調査の対象者は、不眠症の遠隔認知行動療法の対象者となったクライエン
トおよびセラピストとした。 

研究２ 遠隔認知行動療法におけるセラピストの行動を評価する尺度の作成 
 ICBT-TRS（Internet-delivered Cognitive Behaviour Therapy-Therapist Rating Scale: Hadjistavropoulos 

et al., 2018）、 ICBT-UTBS（ Internet-delivered Cognitive Behaviour Therapy-Undesirable Therapist 

Behaviours Scale: Hadjistavropoulos et al., 2019）について、原著者から日本語版作成の許諾を得た
のち、尺度作成・翻訳のガイドライン（COSMIN: Mokkink et al.，2010; Prisen et al., 2018; Beaton 

et al. (2000)）に則り、日本語版を作成した。 

研究３ ICTを用いたCBTの利用に対する阻害要因や態度の検討 
 文献研究およびインタビュー調査によって、ICTを用いた認知行動療法に対する態度や利用を
妨げている要因について検討を行った。遠隔心理療法の阻害要因、促進要因として先行研究から
示されている結果に基づき、インタビューガイドを作成した。インタビュー調査は、遠隔認知行
動療法の対象者となったクライエントおよびセラピストを対象に、不眠症の遠隔認知行動療法
の実施前後で行った。 

 
 



４．研究成果 

研究１ ICTを用いたメンタルヘルスサービスに対する態度を評価する尺度の作成 
eTAP、eTAP-Tの日本語版を作成し、第 25回日本遠隔医療学会学術大会にて発表を行った。 

研究２ 遠隔認知行動療法におけるセラピストの行動を評価する尺度の作成  
ICBT-TRS、ICBT-UTBSの日本語版を作成した。その結果を国内誌に投稿予定である。 

研究３ ICTを用いた認知行動療法に対する態度や利用を妨げている要因の検討 
 文献研究およびインタビュー調査を行い、ICTを用いた認知行動療法に対する態度や利用の促
進要因・阻害要因について検討を行った。ビデオ通話システムを用いた遠隔での認知行動療法で
もコミュニケーションの質は担保されることが実態として明らかになった。また、遠隔心理療法
が難しい方へのケアを行うことや遠隔心理療法の認知度を高めることについての重要性も示さ
れた。 

 加えて、遠隔心理療法に関する尺度と社会実装の必要性について述べた scoping reviewを国際
誌に投稿中である。 
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